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あらまし ： 芸術的観点からは、コンピュータもまた、写真同様、ルネサンス以来の西洋芸術の所産である。全世界で

使われている「ウインドウズJは文字通りいわゆる「視覚のピラミッド」の断面である「窓Jの複数化である。今日の欧

米における画像データベースの発展はこの伝統上に築かれており、上記のような芸術観に基づいて制作された西洋の芸

術作品は画像データベースに当然よく適合している。それに対して、中国や日本の絵簡など、東洋の芸術には画像デー

タベースに収めにくいものも多い。画巻などは極端に横長である上に鑑賞形態も異なる。しかし、現代芸術が西洋の伝

統から急速に離れつつある現在、日本など非西洋文化におけるデータベースの試みは、より普遍的に先史時代から現代

までを、また場所の違いを超えて、統合的システムに収めうる可能性を持っているのかもしれない。

Summary: As was the case of photography, the computer is also a product of Western civilization since Italian 

Renaissance. The "Windows”is a multiplication of a window, a section of the pyramid of vision. Today’s development 

of image database in Western countries is built on this tradition. Western paintings, for instance, depicted on this 

art view accordingly fit into “windows”of image database system very well. On the contrary, some Eastern arts 

such as Chinese or Japanese paintings are必笠ic叫tto be included in today’s image database system in a normal way. 

Scroll paintings, for example, are extremely long and narrow. Their way of appreciation is also different from that of 

normal Western paintings painted in a "window”shape. Today’s arts are, however, moving away from normal 

course of traditional Western arts. Therefore, there might be more possibilities in database systems created in 

Eastern cultures, in which wider range of arts，企omancient to modern times, could properly be archived. 
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1.欧米のアート系画像データベ｝ス

欧米での画像データベースの実用化・一般化には目覚

しいものがある。欧米では一般用のオンライン・アート・

ガイドが発達し、検索機能等も備えて、準データベース

機能を果たしている。作品ポスターや各種複製の販売等

とも連動させるなど、コマーシャリズムとの関係が多少

気になるが、結果的に、それらの画像データベースは、

一つのサイトから驚くほど多数の作品へのアクセスを、

可能にしている。

そのなかで最大のものの一つが、カナダの

“ARTCYCLOPEDIA”である。 2006年 1月の時点で、

約 8,200名の古今のアーテイストがリストアップされ、

約 18万点の作品（画像と基礎データのテクスト）にアク

セスできる。また、約 2,300の関連サイトへのアクセス

を実現しており、それが、約 18万点とし、う膨大な作品数

につながっている。”ARTCYCLOPEDIA”の制作者はカ

ルガリー在住の IT専門家、 JohnMalyon氏である。

“ARTCYCLOPEDIA”に次ぐスケールのものに、“Web

Gallery of Art”というハンガリーでつくられている公開

画像データベースがある。制作者はブダベストの KFKI

コンピュータ・システムズ社の情報技術コンサルタント

として第二の人生を送る物理学者EmilKr在n博士と、プ

ダベスト工科経済大学の助手を務める DanielMarx氏で

ある。データの中心は 12世紀から 19世紀中ごろまでの

ヨーロッパの絵画と彫刻で、このデータベースは 1996

年にスタートしている。

“Web Gallery of Art”も、専門的研究用というよりは教

育用ないし「代替ミュージアムJ「美術館への誘し、Jとい

った類の一般向けデータベースだが、個々のミュージア

ムが公開している館蔵品の電子図録を超えた広がりを持

っている。このデータベースで作品検索可能なアーテイ

ストは 2006年の時点で 2,037名、ディスプレイで見るこ

とのできる作品は約 16,200点である。平均8点というこ

とになるが、数点のみのアーテイストもあり、重要作家

の作品点数はより多い。アーテイストの数は、国（文化・

派）別では、イタリアが約 700名でもっとも多く、オラ

ンダ（300名弱）、フランス（250名強）、フランドル（250

名弱）、ドイツ（200名弱）、スペイン（100名強）、イギ

リス（50名強）、その他のヨーロッパ諸国（約 70名）と

続く。

例えば、イギリスのアーテイストが 50名強ではイギリ

ス美術のデータベースとしては不十分である。しかし、

ヨーロッパの主要文化圏を総合的に扱った画像データベ

ースとしては相当なスケールのものであり、公開されて

いる価値は高い。とくに、国や文化を越えた比較研究に

は役立つ。現状は満足できるところまでは行っていない

が、順調に発展を続ければ、＂ ARTCYCLOPEDIA”等と

ともに、あるいはそれ以上に、研究者にとっても重宝な

画像テータベースとなるだろう。

“Web Gallery of Art”は、ルネサンスをおもな対象とし

た画像データベースとして始まり、その源泉をもカバー

するために次第に中世美術を含め、その展開を示すため

にマニエリスムからバロック・ロココ美術、さらには新

古典主義、ロマン主義の時代までを包含するようになっ

た。そのために、”ARTCYCLOPEDIA”等と比べても、

より明確な性格が出ている。作品数こ

そ”ARTCYCLOPEDIA”より少ないが、データベ」スと

してはより使いやすい。

“Web Gallery of Art”では、国別（流派別）、作家別、

時代別等の各種検索ができ、画像の拡大縮小や、デュア

ル・ウインドウ・モードで二つの作品を並べて、画像比

較なども行うことができる。作品には寸法、素材やメデ

ィア、制作年代、所蔵地データ等が付され、その他のイ

ンフォメーションも、十分とは言えないが、アーテイス

ト略歴等も含め、添えられている。

また、“WebGallery of Art”には、”ARTCYCLOPEDIA”

と比べ、コマーシヤルな関連が比較的少ない。これはハ

ンガリーの情報コミュニケーション省の助成金を得てい

るためでもあろう。 E仕組博士と Marx氏は、 1997年

に”FineArts in Hungary，，とし、うハンガリー美術のサイ

トも立ち上げている。同サイトは2004年にリデザインさ

れ、現在では、約 5,100の画像と、ハンガリー（マジヤ
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ール）語および英語のテクストにアクセスできる。

“Web Gallery of Art”とは異なり、 ”FineArts in 

Hungary”は、ハンガリー美術の始まりから 20世紀まで

をカバーしている。東西文化のはざまに位置し、国外で

活動した（国外での活動を余儀なくされた）芸術家も多

いために、「その賓室な美術作品の豊かさにもかかわらず、

国外では過小評価されているハンガリー美術Jという間

短意識が制作者たちにあったようだ。そのような問題意

識に基づき、「アーテイストたちとその主要作品の紹介を

通じてハンガリー美術を全世界に広く知らしめるために、

同国の絵画と彫刻作品の総体を示すJとし、う明確な目標

が立てられた。それがハンガリー情報コミュニケーショ

ン省の助成獲得にもつながっているのだろうと推定する。

“Web Gallery of Art”と”FineArts in Hungary”は、美

術関連分野での社会教育、学校教育、研究活動における

インターネット・テクノロジーの活用を推進しようとい

う、ハンガリーのより大きなプロジェクトの一環であり、

その他に、現代美術関連の試み、”SzentendreVirtual Art 

E沿iibition”などがあり、同サイト（ハンガリー語）では

約 1,800の函像にアクセスできる。ハンガリ｝国立美術

館の展覧会のために制作し、美術史研究者をおもな対象

とした”MattisTeutsch and Der Blaue Reiter”や、ハン

ガリー科学アカデミー図書館のために制作し

た”Lands四 pesby Thomas Ender”などの、電子図録も注

目される。これらは、ハンガリーにおける、インターネ

ット・テクノロジーの活用と、ハンガリ一語・英語両語

使用、つまり、国際的データベース・ネットワークへの

積極的参加として評価される。

2. データベース公開のインパクト

この“WebGallery of Art”のような画像データベース

と文献データベースがそれぞれ各種機能を充実させ、両

者が合体あるいは有機的に結び付けられれば、研究が効

率的に進められるようになるだけではなく、研究につい

ての考え方自体に大きな変化が起きてくるだろう。

例えば、個々の絵画作品の画面構成上の比較等が効率

的に行えるようになり 、文化や時代を越えた意外な関係

が次々と見出されるようになるかもしれない。色彩に関

する発見は、その再現性の問題のため、形態上の発見よ

りも厳密には難しいだろうが、同様に、比較が効率的に

行えるようになることで、さまざまな仮説が次々と唱え

られるようになるだろう。

ただし、いわゆる巨匠の主要作品開の比較はこれまで

もかなり行われており、これらの公開データベースの発

展等に伴い次々と現れるであろう発見や新説は、いわば、

小さな発見、ささやかな新説である可能性は高い。ある

いは、従来の人文学的美術・芸術上の発見等であるより

も、いわば社会学的な発見や新説が多くを占めるかもし

れない。

もし、そうだとするならば、伝統的な人文学の研究者

は、それらの新しい研究は芸術研究に本質的な影響を及

ぼすものではない、とみなすかもしれない。まったく逆

の可能性としては、それらの新しい発見や仮説の提出は

（伝統的な人文学者にとっては漬末なものと思われで

も）次第に芸術についての考え方自体を変えて行くかも

しれない。

芸術史研究者を例に、考えてみよう。伝統的なタイプ

の芸術史家にとって、備えるべき資質は、芸術への興味

と情熱、美的感性、語学力等であった。現在では、そこ

に情報検索、情報処理能力などが加えられでもしW、だろ

う。これまでは、特定の（優れた）芸術史家の画像記憶

力、音声記憶力、テクスト記憶力などが有機的に結びつ

いて、その語学力（解釈力）を通じて、高度な論文や研

究蓄が著され、それが世界の芸術史研究を導いてきた。

今後、すでに述べたようなデータベースの充実が進め

ば、ある意味で、画像記憶力、音声記憶力、テクスト記

憶力の一部またはかなりの部分を、そのようなデータベ

ースに託すようになるだろうし、それらの記憶力を共有

する状況が一層進むだろう。

このような状況は、便利ではあるが、伝統的な博覧強

記の芸術史家あるいは人文学者一般の楽しみを奪うこと

になるかもしれない。無論、語学力等がなければ優れた
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研究を行うことは困難なので、国民総美術史家・国民総

音楽史家といった状況にはならないが、より多くの人が、

通常は援することのない、かなり特殊な作品の画像と関

連テクストにまで効率的にアクセスするようになること

は確かだろう。

3. r分析と解釈を待つ事実j としてのデータベース

芸術史研究者はできるだけ客観的に作品や作品群ある

いはその作家についてのディスクリプションを行ない、

結論を導こうとするが、それはそれぞれの視点、研究者、

時代等によって変わる、ひとつの解釈に過ぎない。

データベースが充実すれば、その有機的に統合され、

さらに発展を続けるデータベース自体が「無言の事実」

となり、そこからさらに結論としての「事実Jを導き出

すことは不要なばかりか、ある意味では誤導的行為とな

るかもしれない。むしろ、研究者は、明確に解釈者であ

ることを自覚するようにせまられ、新たな発見ではなく、

新たな解釈を競うようになるだろう。解釈の意義はその

解釈が行われる時代や場所に限定される場合も多いが、

それだけに、研究者が各自の研究の同時代的意義やロー

カノレな意義を自覚する、つまり、各自が生きる現代にコ

ミットするようになるというメリットもある。

人文科学教育についての考え方も変わるだろう。例え

ば、大学院生各自が選んだテーマでのデータベースの構

築が博士課程におけるおもな研究活動となり、その後の

活動は（さらに別なデータベースの構築を次々と行うの

もいいだろうが）そのデータベースの拡充と、関連デー

タベースを駆使しての解釈活動が中心になる、といった

状況が現れる可能性もある（分野によってはすでに現れ

ているだろうと恩う）。

特殊な提案のように恩われるかもしれないが、人文科

学でも実証的性格の強し、分野では、研究者のキャリアと

いうものは従来からそうであった。違いは、従来の博士

論文とそのための収集資料が、データベース構築に変わ

るということだけだ。しかし、その違いの意味は大きい。

従来の博士論文とそのための収集資料は半ば公開され半

ば秘されてきたが、データベースの場合は、すべて公開

可能である上に、誰にでも（あるいは、その資格を有す

る研究者には）効率的な利用が可能になるという大きな

違いがある。

ただし、多くの研究者が、あたかも頭脳を（少なくと

も研究ファイルを）共有しているかのように有効にデー

タベースを相互活用するためには、さまざまな共通性が、

しかも、システムの変化に柔軟に対応していくことが可

能なデータベースのあり方が必要となるだろう。

4.デザインと「歴史J

人文科学におけるデータベース活用の活発化は、研究

の発展に、とくに研究領域の拡大や、これまであまり研

究されてこなかった対象への興味の拡大につながってい

る。例えば、欧米の巨匠画家、有名コレクションの研究

から民族芸術の研究へ、各種デザインの研究へといった

研究対象の拡大がそれである。

デザインと「歴史」とは、ある意味で、対立関係にあ

る。例えば、最初の近代デザイン教育機関のひとつであ

るドイツのバウハウスのカリキュラムには、デザイン史

はもちろん、美術史も含まれていなかった。パワハウス

に続くその他の教育機関でも似たような状況であった。

近代デザインは、 19世紀ヨーロッパの歴史的諸様式の復

興と折衷主義に対抗して興ったところがあるので、それ

は当然だったともいえるだろう。しかし、実際には、ル・

コルピュジエはじめ、近代デザイン、近代建築のパイオ

ニアたちは、古代以来のさまざまな先例を見て霊感を得、

時にはそれらを批判的に摂取してきた。

建築をはじめとするデザイン諸分野での歴史研究は、

1970年代後半から盛んになり、現在に至っており、それ

は、いわゆる「ポストモダニズム」の時代と一致してい

る。しかし、 1970年代後半以後の建築史研究やデザイン

史研究が、現代の建築やデザイン全般に大きな影響を及

ぼしてきたかというと、そうではない。各種歴史様式や

世界の各種文化を参照する「ポストモダニズムJが表層

の多様性を増したように、建築史研究やデザイン史研究
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も、実に多様になったが、必ずしも研究内容が高度にな

ったとはいえなし、。

ただし、データへのアクセスは非常に効率的に行える

ようになった。若手研究者は、内外の関係資料を駆使し

て研究論文を書いているが、現在のコンピュータ・ネッ

トワークを徹底的に活用すれば、その可能性はさらに広

がる。筆者は近年、西洋の「デザインJに対する、東洋

（漢字文化圏）の f意匠Jとし、う言葉の歴史をたどる理

論研究を行っているが、例えば、各種の中国古典籍デー

タベースは大いに役立つている。

5. 「意匠」とデザイン

「意匠」という言葉には、英語の「デザイン」やフラ

ンス語の「デッサンJ、そしてイタリア語の「ディセーニ

ヨJにも匹敵する、あるいはそれ以上の長い歴史と豊か

な意味がある。ラテン語系統の「ディセーニヨ j 「デッサ

ン」「デザイン」といった言葉には、素描や下絵を鎗くと

いった行為の知的側面を強調し、主知主義的、視覚中心

主義傾向が非常に強いのに対して、「意匠jは頭（意）と

手（匠）との協働あるいは均衡を重んじる言葉である。

また、「意匠」とし、う言葉は、文芸理論や演劇j理論におい

ても用いられるなど、造形芸術と言語芸術とをつなぐ概

念でもある。これらは東洋の「意匠Jの重要な特質であ

り、西洋の「デザイン」等との大きな違いである。

「意匠Jとし、う言葉は、中国では遅くとも唐代には用

いられていた。日本でも平安時代から使われ、もっとも

興味深く、かつ意味深い用例は、三浦梅園の主著『玄語』

に見ることができる。

儒学に基づきながらも、西洋の天文学に学んだ梅園は、

懐疑と実測（実証）を繰り返し強調した。しかし、西洋

の機械論的宇宙をそのまま受け入れるのではなく、「天は

気j 「天地に条理あり」と洞察する。侮園は東西の思想、を

独自なかたちで統合しようとした。

梅園が重視する概念である条理とは筋道であり脈絡で

ある。また、梅園は「経緯は条理の大綱Jと、『玄語』の

「地冊・没部・天界之冊・宇宙Jに記している。難解な

ょうだが、「例旨Jでは次のようにわかりやすく説いてい

る。「条理がーたび立てば、宇宙は一匹の文錦となる。」

条理は筋道であり経緯（縦糸と横糸）であった。「かくし

て文彩燦煉として、雲は飛び霞は湧き、満目これ穆乎た

る鴛鳳や筆井ではあるが、片や経（たていと）片や緯（よ

こいと）と、みな由来するところあるのであり、巧婦の

意匠からはずれていることなど、有り得ないのである。」

重要なのは、これは愉えではないということだ。梅園

は、巧みな婦人の手になる飛雲・霞・花鳥文の織物、雲

飛び、霞湧き、烏鳴き、華咲く地上の自然、そして大宇

宙と、森羅万象を同時に誇っている。東経・西経の経は

時間、大きくとらえれば「歴史」であり、「圃J「囲」に

も通じる緯は空間あるいは「環境」と解することも許さ

れるだろう。

いまの私たちに欠けているのは、この統一的世界把握

の意志、この文学性である。また、西洋の計画・創造概

念である「デザインjでは、その背後に造物主（大文字

の Designer）、父なる神があるのに対して、三浦判事闘に

おいては、「巧婦の意匠Jとして、創造の主体に、実際の

ものづくりに携わる女性が想定されているのも意義深い。

6.小林秀雄の「意匠J

日本における近代批評の確立者とされる小林秀雄は

『改造』の懸賞評論「様々なる意匠Jで文壇に現れた。

「私はた正、彼等が何故にあらゆる意匠を凝らして笠場

しなければならぬかを、少々不審に思う許りである。Jこ

のような書き出しで始まる評論なので、根本的な反意匠

論のような印象を与えるかもしれないが、そうではない。

「彼等Jとは「文馨批評家等j のことで、ここ取り上げ

られているのは、当時（昭和のはじめ）優勢を極めてい

た「マルクス主義文学」としづ意匠、古風な「重芸術論的

意匠J、「写実主義とし、う意匠J、そして「大衆文学Jとい

う意匠などである。「主義（イズム）」や「傾向」と言い

換えてもいい。奇妙な用法のようだが、意匠には、「考案」

はもちろん、「趣向Jといった意味もあり、明治以来、福

地模痴や坪内治遥あるいは正岡子規といった人々が、文
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学論、演劇論、歌論等にもときおり用いていた。

その後、小林秀雄は、文芸時評等で評論家としての地

位を確立したが、戦時中、非言語芸術に強く心号！カ溢れた

ようだ。小林には芸術を痴愚と見なす傾向があったと指

摘されることもあるが、そうではない。少なくとも、 1947

年の小論「光悦と宗達Jでは違う。小林は、その二人の

合作になる和歌巻に魅せられ、それを一大恩想とみなし

ている。「つまる処、これは何なのか。この意匠、この装

飾が、何かしら動かせぬ思想、を苧んでいる様に感じられ

るのは何故か。この形式美の極致が語っているものは、

何なのか。」

この小論で取り上げられているのは「四季草花宗達下

絵和歌巻」である。俵屋宗達が四季の草花その他の自然

を描き、その上に本阿弥光悦が『千載和歌集』巻第一・

春歌上と巻第二・春歌下を抄写したもので、「宗達四季草

花下絵光悦書歌巻Jとも呼ばれる。宗遼による下絵は桜

に始まり、藤、つつじ、萩、すすき、半月、群千鳥、浜

松と展開する。次身と変わる紙継ぎの料紙に金銀泥をた

っぷり用いた装飾下絵と墨痕鮮やかな書の組み合わせは、

まさに書画一体の合作である。

この和歌巻に使われているのは厚手の鳥の子紙で、両

面に厚く胡粉を引いている。光悦の好みに応じて紙師宗

仁（宗ニ）が製したいわゆる光悦紙で、白色、淡褐色、

淡黄色、そして濃淡2種の練（はなだ）色の計5種の料

紙が使われている。練色というのは淡い藍色、練草は露

1f.の異名である。白色の第一紙に始まり、淡練色、淡褐

色、白色、繰色、淡黄色、白色、淡練色、白色と継がれ、

同じ白色の第十紙で終わる。原則的に白・綜色・褐黄色

系を三度繰り返し、色の変化の楽しみを生み出している。

巻末の第九紙と第十紙が同色なのは、白色二紙を費やし

て、その上に金泥で浜松、銀泥で浜から飛び立つ千鳥の

大群を表現し、冬という寂しく厳しい季節の情景であり

ながらも、この四季和歌巻を華やかに閉じよう、という

工夫であろう。

宗達は巻頭の白紙の上に満開の桜から描き始めた。途

中、料紙は五月の空を想、わせる淡い練色に変る。桜が終

わり初夏になると料紙も暖かい淡褐色となり、画面いっ

ぱいに勢いよく繁茂する藤の蔦と青葉そして紫の花房が

拙かれた。料紙は再び白色、夏の濃い練色と継がれ、藤

棚の下にはつつじが生き生きと描かれる。夏が終わると、

料紙も澄んだ秋の空気を想わせる色に変る。萩の花咲く

淡黄色の秋の野はいつのまにか白いすすきの野と化し、

淡綜色の料紙に変ると秋草の向こうに大半月が昇る。季

節の推移とともに、昼から夜への変化をも表しているの

だろう。やがて花なき冬となるが、宗達は踊るように屈

曲した老松の林を金泥で描き、そこに銀泥で群れを成し

て飛び立つ無数の千鳥を配し、華麗な大団円とした。

「宗達四季草花下絵光悦書歌巻」（日野原家蔵）

国立国会図書館蔵復刻本（日本古典文学会監修、

貴重本刊行会、 1988年）より複写

この宗達の絵の上に、光悦がゆったりとした草書で『千

載和歌集』の桜花の歌を散らし書きにした。ときには華

麗な下絵を避け、またあるときには、あえて絵に文字を

重ね、細心さと大胆さを巧みに使い分けている。また、

春夏秋冬の自然を描いた下絵の上に、四季すべてに花あ

り あるいはひと咲きの桜にも四季にたとえられる一生

ありーとでも言わんばかりに、最初から最後まで桜花の

歌二十五首を書き通すおおらかさも、光悦らしい。歌は

待賢門院堀河の「白雲とみねの桜はみゆれ共っきのひか

りは隅ざりけりJに始まり、覚盛法師の「あかなくにち

りぬるはなを（の）おも影やかぜにしられぬ桜なるらむJ

に終わる。巻半ば、上に藤棚、下につつじが描かれた濃

練色の料紙の後半には、和泉式部と並び称、せられた平安
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中期の女流歌人、赤染衛門の歌が配された。「踏めばおし 「宗達四季草花下絵光悦書歌巻」の巻末には「大虚庵

ふまでは行むかたもなし心尽の山桜哉J。料紙が淡黄色に、 光悦」の落款と「伊年J宗達の円印が仲よく並んでいる。

花は萩に変り、前中納言匡房の歌が続く。「やまざくらち 小林秀雄は次のように「光悦と宗達」を続けている。「己

ぢに心のくだくるはちるはなごとにそふにゃあるらむJ。 を失はずに他人と協力する幸福、和して同じない友情の

7.意匠千年

匡房は文章博士大江匡衡と赤染衛門の曾孫で、その匡

衡こそが、現在に伝わる限りでは、「意匠j とし、う言葉を

日本で最初に記した一人であった。それは左大臣藤原道

長が、宇治木幡にある一門の墓地の荒廃を見て、藤原摂

関家の寺として建立した浄明寺の供養の際に匡衡が作成

した願文の一部である。「為左大臣供養浄明寺願文Jには、

「債毘首而加意匠J（毘首を債（やと）うて意匠を加ふる、

あるいは、毘首の手を借りて意匠を加ふる）という件が

ある。毘首はインド神話の工巧神ヴィシュヴァカルマで

ある。

杜甫による絵画の詩、「丹青引」以来、少なくとも、千

数百年にわたる「意匠Jの用例が見出される中国ではあ

るが、現在では、より「デザイン」との対応がいい「設

計」の語がもっぱら用いられている。しかし、中国の知

識人と「意匠」の話をすれば一過去の用例を知つてのこ

とか、あるいは、字義からの推定かー「創造的なデザイ

ンのことですねJといった応えが返ってくる。

大江匡衡が「為左大臣供養浄明寺願文」を書いたのは

寛弘二年、西暦 1005年のことである。つまり、現代の中

国ではあまり用いられないが、日本ではいまでも使われ

続けている f意匠」とし、う言葉には、十世紀、一千年以

上の歴史がある。それは、英語の「デザイン」やフラン

ス語の「デッサンJに先駆けて、ルネサンスからパロツ

クの時代にかけて、その言葉の意味を深め充実させたイ

タリア語の「ディセーニヨJの歴史に勝るとも劣らない。

また、日本では、「意匠j に、三浦梅園の独自の恩索等に

よって、日本固有であると同時に普遍的価値を持つ哲学

的次元が加えられた。また、歌道や茶道など、芸道の全

国的普及によって、その広い裾野が形成されてきたこと

も注目されるべきだろう。

幸福（中略）。この歌巻の表現しているものは、極まると

ころ、幸福というものの秘密ではないだろうか。（中略）

幸福は、己を主張しようともしないし、他人を挑発しよ

うともしない。言わば無言の智慧であろうが、そういう

ものも亦大思想であると考える事が、現代では、何んと

難しい事になったか。」小林の現代は私たちがし、ま生きる

現代でもある。

「宗達四季草花下絵光悦書歌巻jに示されているよう

に、日本の美術あるいは東洋の美術（少なくとも漢字文

化閣の美術）は西洋の美術と根本的に異なっている。形

式だけを見ても、極端に横長あるいは縦長の画面、同源

とされる書画の共存等々枚挙にいとまがない。ある意味

では、明治になって「ArtJや「FineArtsJ等に対応し

て急ごしらえされた「美術Jよりも、千年以上の伝統の

ある言葉「意匠」を用いたほうが適切なのではないだろ

うか。「意匠」ならば、画像（造形芸術）だけでなく、書

画一体の「書Jはもちろん、言葉自体や文学までをも扱

うことができる。とはいえ、 f意匠」の語の正統性や適切

さを主張するのが本論のおもな目的ではない。

8. グランド・プロジェクトとしてのデータベース

日本の美術のデータベースの充実や拡大が、欧米と比

べ停滞気味なのは、各種制度上の問題があると同時に、

上述のような芸術形式の違いがあるからだ。東西におけ

るアート画像データベース発展度の相違の背景には、文

化的・歴史的整合性（西洋）と不整合性（東洋）の違い

がある。例えば、ハンガリー美術の場合、「国際的過小評

価」に奮起して、元来コンピュータ・ディスプレイに適

した岡田の（つまり西洋美術の形式の）アート画像デー

タベースを充実させた経緯があるが、日本の場合、「国際

的過小評価Jというよりも、「西洋型のデータベースに乗

りにくい形式Jということがある種の障害になっている。
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なぜ、西洋の美術は画像データベースに適し、日本の

美術は適していないのか。それは、現在のシステムが西

洋文明の所産であるコンピュータ（パソコンの使用）を

前提にしているからである。写真（カメラオプスクラ、

ダグレオタイプ）が西洋絵画の展開であるように、コン

ヒ・ュータも西洋文明の展開として生まれた。

ルネサンス以来の「視覚のピラミッドJを「窓Jで切

り取ったものが絵であるという考え方は、写真という 19

世紀のシステムに生き続けていただけではなく、実は、

コンピュータという 20世紀のシステムにも行き続けて

いるのである。 fウインドウズ」はまさにそれを象徴する。

パソコンのディスプレイに並ぶ「ウインドウ」たちは、

「黄金比に近い矩形の」「結果を」「専ら視覚的に鑑賞す

る」絵であり、「極端に細長く」「結果以上に過程を重ん

じj、九、わぱ五感で鑑賞する」画には元来適していない。

ならば、日本やアジアにとって、欧米に匹敵するアー

ト画像データベースの構築は不可能なのか、無意味なの

かというとそうではない。その意味と可能性は、「黄金比

に近い矩形のj 「結果を」「専ら視覚的に鑑賞する」絵か

ら急速に離れつつある、現代芸術が示唆しているように

恩われる。

日本その他のアジアの国々にとって、アート画像（ま

たはマルチメディア）データベースのシステムづくりは、

欧米とは比較にならないほど大きなチャレンジである。

いま充実を続ける西洋の関連データベースは、ルネサン

ス以来の、写真を経てコンピュータに至る「窓Jの伝統

の上に、順調にデータの蓄積を続けている。それに対し

て、西洋とは異なった芸術の伝統をもっ文化では、本来

は、独自のシステムづくりから始めるべきなのだろう。

欧米のシステムにあわせるほうが現実的であり、そこ

には世界的な国際交流としづ積極的な意味もある。しか

し、写真の間尺にあわせているうちに、いつのまにか、

他文化の亜流になり、薗像データベースの間尺にあわせ

ているうちに、作品も研究も、ますます亜流になる、と

いう現実が進行していないだろうか。データベースの対

象に、データベース化しやすいものを、いつのまにか選
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んではいないだろうか。

いま期待されるのは、まさにその反対の状況だろう。

「／レネサンスから 19世紀までの西洋」を基準とするよう

な芸術の価値観を超えて、古代というよりも先史美術か

ら現代芸術までを包含できるシステムを考えること。そ

して、そのデータベースが逆に芸術制作に反映され、ダ

イナミックな相互作用がおきること、である。非西洋の

データベースは、大きなチャレンジ（難問）であるだけ

に、その文化的意義も大きい、データベ｝スはまさにグ

ランド・プロジェクトである。

9.私たちのプロジェクト

以上、門外漢であることをよい口実に、データベース

観、デジタルアーカイブ観を自由に述べた。最後に、私

個人の研究と、私がお世話ないし分担しているグループ

研究や活動を紹介して、結びとしたい。

「意匠論J研究は「日本のデザイン論」研究である。

月刊誌『なごみ』（淡交社）で、その言葉の用例を唐代の

中国から現代の日本までたどることで、その概要を一部

すでに公表しているが、いまも研究は継続している。イ

タリアのボローニャ大学の教授と協力して、イタリアの

デザインである「ディセーニョ」との比較研究にも着手

している。

最近の著書としては『天体の図像学』（八坂書房）があ

る。『風景画の光』（講談社）以来の風景画史研究だが、

本論で展開しているような、ルネサンス絵画から、カメ

ラオブスクラ、ダゲレオタイプを経て、コンピユ｝タに

至るメディアの推移と「ものの見方の継承」との関係、に

ついての興味は、この一連の風景画研究を通じて保ち続

けている。

グループ研究・活動のおもなものは以下の通りである。

芸術とコミュニケーションに関する実践的研究

日本学術振興会・人文・社会科学振興プロジェクト「文

学・芸術の社会的媒介機能の研究Jで「芸術とコミュニ

ケーションに関する実践的研究Jを研究グループ長とし



てお世話している。同研究は「芸術と福祉」「環境と文学J

「コミュニティ・アートJ「アートワークショップJの4

部門からなり、多くの大学とミュージアムの関係者の協

カを得て進められている。詳しくは次のホームページを

ご覧いただきたい。

http・：／／artcommunication.kir.jp/

『デザイン・ディスコース』

数年前に『DesignDiscourse~ とし、う国際ジャーナル・

システムが日本をベースにスタートした。このプロジェ

クトにとって、データベースは部分的なものだが、研究

者が現代に、国際的であると同時にローカルに、コミ ッ

トすることの意義を人文科学の研究者自身も強く自覚す

べきだろうという考えに基づいているという点では、本

大阪大学コミュニケーションデザイン・センター 論に大いに関係している。

日本学術振興会・人文・社会科学振興プロジェクト研 『Desi伊 Disc四urse』は、英語文化圏以上に非英語文

究事業の一つ「芸術とコミュニケーションに関する実践 化圏の研究者の参加を重視した、英語を共通語としたデ

的研究Jは、 2005年に開設された大阪大学CSC D、コ ザイン史とデザイン論の国際ジャーナルである。英語の

ミュンケーションデザイン・センターと深いかかわりが ワェプ・ジャーナル『DesignDiscoursdと、そこに掲

ある。私は大阪大学大学院文学研究科と CSC Dの教授 載された投稿論文から各国で独自に優秀論文数篇を選び、

を兼任し、後者では「アート＆コミュニケーション」、そ 各国語に翻訳し、年に一度それぞれ印刷刊行する、とい

の後「アート＆テクノロジー・コミュニケーションデザ う電子媒体と印刷媒体の組み合わせなので、国際ジャー

イン」の部門に属している。 ナル・システムと呼んでいる。2006年に日本語の『Design

csc Dの「アート＆テクノロジー」部門では「アー Discourse Japan~ の刊行が始まり、近い将来『Design

ト・プロジェクト入門Jとし、う授業を共同で行っている。 Discourse Italy』『DesignDiscourse Spain~ 等の創刊が

プロジェクトとしてのアートを実践的に学ぶ、全学の大 期待されている。

学院生をおもな対象とした講義と学内外での実習を組み

合わせた授業である。これまで、芸術学と芸術史の講義

はあるが、実習的授業はほとんどなかった大阪大学で、

この「アート・プロジェクト入門」は多数の受講希望者

を集めている。

csc Dは 2008年秋に大阪で開催される第 6回デザ

イン史デザイン学国際会議を主催する予定（CSC Dに

申請中）だが、そこに、「コミュニケーションデザイン」

または 「デザインとコミュニケーショ ン」 といった分科

会を設けることを検討している。要望があればfデザイン 『DesignDiscourse~ の運営体 fデザイン史フォーラム」

研究とデータベースjあるいは「人文科学とデータベ｝ Design History Forumのサイト（トップ・ ページ）

スJといった分科会の設定も可能で、内外の興味を集め

るかもしれない。 CSC Dでは、人文系データベース協 『DesignDiscourse~ は、とくに非英語圏のデザイ ン

議会メンバーの協力で、2007年度からアー ト・ドキュメ 研究者の、（ 1 ）国際語である英語での研究発表の日常化

ンテーション関係の授業を始める計画である。 CSCD を推進すると同時に、（2）それを研究者間の栂互協力に

の活動については次のホームページをご覧いただきたい。 よって翻訳し、『DesignDiscourse Japan』『Design

http://www.cscd .osaka ・u. ac.jp/ Discourse Italy~ 『Design Discourse Spain~ 等（後二者
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は準備中）に各国語訳で掲載するプロセスを加えること

により、自国語による研究と、国際交流にも役立てる、

ということを念頭においてスター卜した。

自動翻訳システムの性能向上によって、やがて英語で

論文を執筆することが不要になる時代が来るかもしれな

い。また、英語のウェプ・ジャーナルに掲載された論文

を、各国語に翻訳して印刷出版することなど不要になる

こともありうるだろう。このような疑問が『Design

Discourse』に向けられるかもしれないので、この場を借

りて、説明しておきたい。このような予測に対しては、

次のようないくつかの点から『DesignDiscourse~ の意

義を重ねて説くことができるだろう。

第一に、高度な内容の専門分野の研究論文が、自動翻

訳システムで適切に翻訳されるようのなるには、まだ長

い年月を必要とするだろう。第二に、『DesignDiscourse』

は、英語の論文を効率的に各国語に翻訳することを目的

としているわけではなく、投稿の過程で各国の研究者が

英語を通じた国際コミュニケーション力を高め、著者と

翻訳者（研究者）との協力を通じて、相互の、視覚言語

（＼，、わゆるデザイン）だけではない、文字言語による相

互理解を深める、とし、う過程にある。第三に、『Design

Discourse』に限ったことではないが、どのようなジャー

ワェブ・ジャーナル『DesignDiscourse~ は、キーワ

ード検索とし、う初歩的なものだが、ベーシックなデータ

ベース機能を備えている。いまのところ既刊4号のみで、

掲載論文も 10篇程度なので検索システムの有用さの実

感はまだ少ないが、巻号を重ねるにつれて、その有効性

が認められるようになるだろう。今後、その他のデータ

ベース機能の付加も検討したい。

ナルあるいはメディアでも、それが本来の役割を果たす 『DesignDiscourse Japan』（『デザイン史論』）表紙

ベき時期があり、そのシステムの有効性は当然限定的な Volume 1, 2006 （デザイン：肥後ユキコ）

ものだということである。どのようなジャーナルでも、

それ本来の役割を果たした後には消滅するか、あるいは 広義のデザイン研究者が世界的にウェブ・ジャーナル

時代に応じてシステムを組み替えて存続するものである。 『DesignDiscourse~ を共有し、国際語である英語によ

そして、システムの変更で対応できなくなったときには、 って、しかし英語に支配されることなく交流し、上掲写

まったく別な新しいシステムに道を譲るべきだろう。 真の 『DesignDiscourse Japan』のような各国語版

幸い、『DesignDiscourse~ は少しずつ内外の支持者を 『DesignDiscourse Italy』『DesignDiscourse Spain』

増やしている。 2006年には、ボローニャ大学の協力を得 等が刊行されて、それぞれのデザイン・文化・言語にっ

て、イタリア語の論文要旨掲載が始まった。現在、『Design いての相互理解を深める。このような私たちの試みにも

Discourse』の最初のページには「EnglishJ r1talianJ データベースの考え方は、大きな意味を持っている。

「JapaneseJの選択ボタンが並び、 3ヶ国語で掲載論文 『DesignDiscourse~ を運営するデザイ ン史フォーラム

の要旨を読むことができる。 2007年からは「SpanishJ (Design History Forum）のUR Lは次の通りである。

も加わる予定である。 http://www.designhistoryforum.org/ 
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